
































































付属校推薦 付属校 8人 4人 4人
指定校推薦 指定校 33人 13人 7人 6人
学校推薦 公募 15人 10人 4人 6人
AO型推薦 AO 20人
センター試験利用 センター 11人 6人 2人 4人
一般入試前期 一般前期 22人 24人 12人 12人
一般入試中期 一般中期 29人 18人 6人 11人


























































































































































































































北海道東北 関東 北陸甲信越東海 近畿 中国四国九州
国立 ４校 ５校 ４校 ２校 ７校
公立 １校 １校 １校
私立 ３校 ６校 １校 ３校
５．１．國學院大学
國學院大学HPによると、神道文化学
部（渋谷キャンパス）は、昼夜開講制（フ
レックス制）を導入している。１日の授
業７時限のうち、平日の１～５時限と土
曜日の１～２時限を昼間、平日の５～７
時限と土曜日の１～７時限を夜間、月～
金曜日の５時限と土曜日の１～２時限を
共通時間帯とする。学生は入試出願時に
「フレックスA（夜間主）コース」と「フレックスB（昼間主）コース」のいずれかを選択する。
これは入学後変更不可である。必修科目は選択したコースの時間帯のもの、その他の科目は都合の
良い時間帯のものを受講する。科目によっては昼間のみ、夜間のみ開講するものもある。フレック
スA（夜間主）コースの学生は、必修科目は夜間および共通時間帯に履修しなければならないが、
それ以外の科目は昼間に選択でき、２年次以降であれば、昼間中心の時間割を組むことも可能
である。ただし、フレックス特別給付奨学金を受給する場合、夜間（および共通時間帯）開講
の授業しか履修することができない。
５．２．駒澤大学
駒澤大学HPによると、法学部法律学科（駒沢キャンパス）にはフレックスAといわゆる夜間学
部に当たるフレックスBがある。フレックスBは月～金曜日の６・７時限（18：00～21：10）と、
土曜日の３～７時限（13：00～21：10）に開講される授業を中心に履修する他、卒業までにフレッ
クスAの全学共通教養科目を12単位、専門選択科目（一部除き）を40単位まで修得することができ
る（他コース授業時間帯での他学部履修による修得単位を含む）。所定の試験に合格すれば、２・
３年次からフレックスAへのコース変更も可能である。
５．３．日本大学
日本大学HPによると、法学部法律学科第二部（水道橋キャンパス）は、月～金曜日の16：20～
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第二部経済学科に関する一考察
21：00と土曜日の9：00～17：50に授業を開講している。第二部の学生は卒業単位数124単位のう
ち、第一部開講科目から42単位までを卒業要件に含むことができる。２年次・３年次に進級する際、
第二部から第一部への転部制度があり、当該学年後学期までの成績などにより、学籍移動すること
ができる。
５．４．東洋二経と他大学二部・夜間学部の比較
本節では、東洋二経と、上記３大学の二部・夜間学部を比較する。
共通点は、▼キャンパスが交通至便な東京23区内に位置する▼月～金曜日は夕方４時（５限）以
降の授業しか履修できない▼卒業に必要な単位数の一部を昼間学部で取得できる――といった点で
ある。相違点は、▼土曜日授業を、東洋は夜６時15分（６限）～しか受講できないのに対し、駒澤
大学では昼１時（３限）～、國學院大学と日本大学では朝９時（１限）～、受講できる▼入学後、
昼間学部中心に変更したい場合、東洋、日本大学は転部試験、駒澤大学は所定の試験に合格すれば
可能だが、國學院大学は変更不可で、さらに奨学金受給者は夜間しか受講できない――といった点
である。
６．東洋二経の今後の課題
本章では東洋二経の今後の課題を提言する。第３，４章の分析結果と、第５章の都内他大学の二
部・夜間学部の状況を踏まえ、今後の二経のあり方を考える際、以下の３点を重点的に検討するよ
う、提言する。
（1） 　受講可能な時限の再検討。東洋二部では現在、月～土曜日の６～７限および５限の一部し
か受講できないが、６割以上の二経学生が昼間の授業履修を要望していることから、都内他
大学二部・夜間に倣い、まず土曜日昼間、次に月～金曜日の昼間受講について検討し併せて
上限単位数や増額する学費などについても検討する。
（2） 　二部存続の是非。2020年のコロナウイルス感染拡大は、時間を問わず受講できる非対面授
業の可能性を広げ、二部は井上円了の「余資なく優暇なき者に教育の機会を提供する」を体
現する唯一の方法ではなくなった。昼間に正社員という学生がほとんどいないという現状を
鑑みても、夜間開講の必要性は高くない。
（3） 　入試の再検討。他大学や他学部と併願した一般・センターの他、出願資格に当該学科を第
一志望とする者とある指定校・公募・AOでも、４割以上が他大学や他学部を羨望している。
本人が二経を理解せぬまま、高校の進路指導教員によって機械的に推薦先をあてがわれた可
能性もある。学科に対する理解の低さは「必修卒業要件の削減」「低得点でも単位付与」とい
う要望に表れ（第３章第２節参照）、入学後の学習に負の影響を及ぼす（第３章第５節参照）。
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入試の種類を増やして定員確保するより、当該学科を理解した学生を確保すべきである。ま
た、入試課は付属校や指定校の面接を削減したが、面接は本人の意思を直接問える最後の機
会であり、入試改革は慎重に行う必要がある。
【注】
１．2020年１月末の調査による。
２．ベネッセマナビジョンでは二経が53、国経が62である。
３．夜間に授業を行っていても、卒業するのには平日昼間の通学が必要となる学部は除いている。
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